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寿都町歌棄の海岸線を走る国道２２９号に沿って、古い建物や、石碑、神社などが点在して

います。その一つが、北海道指定有形文化財に指定されている「カクジュウ佐藤家」。２０２５年

８月８日から１０日の３日間限定で、初めて一般に公開されました。その貴重な機会に訪れるこ

とができました。 

 

寿都町教育委員会学芸員の九谷さんに、建物の側でその概要と外観の特徴について教え

てもらいました。 

 

漁場建築として珍しい和洋折衷の外観 

――とても大きな建物ですね。大きさと広さはどれくらいでしょうか。 

小樽開発建設部の職員が後志のいろんな「すごい」を取材して、皆さんに

お伝えします！今回は、かつての寿都のニシン漁の栄華を今に伝える建物

「カクジュウ佐藤家」です。期間限定の一般公開にあわせて、訪問しました。 

北海道指定有形文化財「漁場建築佐藤家」（通称「カクジュウ佐藤家」） 

「カクジュウ佐藤家」がすごい！ 寿都町 
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間口は２４.4ｍ、奥行きは１８ｍで、広さは１階と２階をあわせて７４０㎡以上あります。 

 

――広い！まさに豪邸ですね。外観から分かる特徴を教えてください。 

 

和風と洋風を組み合わせた造りです。

１階の窓は横開きの和風ですが、２階は

上下２枚からなる上げ下げ式の洋風で

す。２枚とも持ち上げて建物内側に隠せ

るようになっていて、ほかではあまり見

られない構造だと思います。屋根中央に

突き出した六角の明かり取り窓も洋風

です。今も残るニシン漁に関する建築物

としては、とても珍しいです。 

 

――確かに和風のところと、洋風のとこ

ろがありますね。特に明かり取り窓には目を引かれます。道内でも、外国との交易があった小

樽や函館などの港町や、開拓使が置かれ外国人も多く訪れていた札幌などでは和洋折衷の古

い建物は見られますが、そのころの寿都にもなんらかの外国との関わりがあったのでしょうか。 

 

設計図を含めて設計に関する資料が見つかっておらず、どんな意図でこのような造りにし

たのか実は分かっていないのです。 

 

――謎なのですね。なぜこのような造りになったのか、いろいろ想像してみるのもおもしろい

ですね。 

 

九谷さんが解説するツアーに参加 

 この後、見学者を対象に、建物内部を巡りながら九谷さんが佐藤家の歴史やそれぞれの居

室の特徴などについて解説するツアーが行われました。私が参加した回には約３０名もの参

加があり、カクジュウ佐藤家への関心の高さがうかがえました。ツアーの様子をお伝えします。 

 

 「本日はたくさんの方にお越しいただき、ありがとうございます。この建物は今も住居として

佐藤家の子孫の方が住んでいます。住民の方の御協力をいただいて、今回期間限定で皆様に

公開できることになりました」 

洋風の明かり取り窓 
洋風の上げ下げ窓 

和風の左右開き窓 

建物外観近景。和風と洋風を組み合わせた造りであること
が分かる 
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 今も人が住んでいるとは驚きです。「だからこそ、期間を限定しての公開なのか」と納得しま

した。 

 

 「建物の文化財としての名称は、『漁場建

築佐藤家』といいます。かつてニシン漁で財

をなした親方とその家族の邸宅です。地元

の方々は、親しみをこめて屋号で『カクジュ

ウさん』と呼びます」 

 

 そういえば、建物入口に屋号入りの立派な

表札が掲げられていました。四角の中に「十」

を配置して、「カクジュウ」と読むのですね。 

 

ニシン漁で財をなし寿都の発展に貢献した佐藤家 

「佐藤家の初代は佐藤伊三右衞門で、現在の福島県の出身です。元々は栄五郎と名乗って

いました。北海道に渡って当時松前で呉服太物商を行っていた叔父の養子となり、１８５３年

には場所請負人を拝命して、現在の寿都町歌棄と磯谷に当たる場所でニシン漁を行うように

なります。１８５６年に養父と共に歌棄から黒松内に至る約１６ｋｍの道路を私費で開削し、長

万部から黒松内も別の人物によって開削された結果、初めて長万部から寿都までの道路が整

備されました。この功績が認められて養父とともに『佐藤』姓を名乗ることが許されます。栄五

郎の名も、栄右衛門と改めました」 

 

当時は武士などの一部にしか苗字を名乗ることを認められなかった時代、当時の黒松内山

道の重要性と栄五郎親子の功績がいかに大きかったかがうかがい知れます。栄五郎親子が

『佐藤』姓を名乗ったのは、源義経をかばって戦死した佐藤信継の子孫だったと伝えられてい

たため、とのことでした。 

 

「明治維新後、栄右衛門は二人の養子に歌棄と磯谷の漁場と家督を継がせ、自身は伊三右

衛門と改名して、当時６歳の二代目栄右衛門の後見人として、この歌棄を活動の拠点とします。

その頃ニシン漁はとても盛んで、ここの裏山に大量に獲れるニシンの干場を作ったり、前浜に

石を積み上げて生きたニシンを一時的に保管しておく袋澗を整備したりしました。この建物も、

１８９０（明治２３）年ごろに建てられたものです。二代目栄右衛門は、乳牛飼育を行ったほか、

カクジュウ佐藤家の表札。上の印が屋号 
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寿都銀行の頭取も務めました。北海道議会議員、そして衆議院議員に当選し、国鉄の誘致にも

取り組みました」 

 

漁業だけにとどまらず、幅広い分野で寿都の発展に尽力した佐藤家ですが、１９１８（大正７）

年頃からニシンの漁獲が激減。その後も不漁が続き、１９３０（昭和５）年に漁場を閉鎖したとの

ことでした。 

 

親方の威厳を感じる「常居」と格式の高い客間「上段」 

各居室についても解説がありました。最初に案内されたのが、約９ｍもの高い吹き抜けと囲

炉裏がある常居（じょうい）と呼ばれる部屋。吹き抜けの先には、外から見た特徴的な六角の

明かり取り窓が見えます。と

ても高い！ほかの見学者の

方々も、珍しそうに見上げて

いました。 

 

「親方はこの部屋で囲炉

裏の火の番をしながら、玄

関、台所、２階、建物内に作

られた郵便局、そして前浜の

様子も把握していたと伝え

られています」 

 

建物の中心にあるのに、

上から外の光が差し込む独

特の空間。その中に威厳を

もってたたずむ親方の姿が

目に浮かぶようでした。 

 

親方が客人をもてなして

いた居室が、上段（じょうだ

ん）。最も格式が高い部屋と

され、細部まで装飾された建物の中心に位置する「常居」。約９ｍもの高さの吹き抜けと外光差し
込む窓が独特の空間を生み出している。親方はここで家の中と前浜の様
子を把握していたと伝えられている 
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建具や室内に配置された貴重な絵画、調度品の数々が、来客を丁重にもてなしていたことを

感じさせます。 

 

「松前藩のお抱え絵師が描いた佐藤家にゆかりのある歌棄、磯谷、松前の風景画のほか、円

山応挙によるものとされる掛け軸も掲げられています。柱の釘を隠すために佐藤家の家紋

『源氏車』が装飾されるなど、細かい意匠にこだわっています」 

 

 九谷さんの解説を聞きながら、見学者の方々は絵画や装飾の一つ一つを興味深そうになが

めていました。 

 

上／「上段」入口のふすまの装飾。
モミジの葉が一つ一つ丁寧に描かれ
ている 右／床の間。壁に掲げられ
た絵画は、松前藩の御用絵師が佐藤
家の漁場の一つである磯谷を描いた
もの。歌棄と松前を描いた絵画も同
じ部屋に飾られている 

左／掛け軸について解説する九
谷さん。円山応挙の名が記され
たものもあるが真贋は分からな
いとのこと  
下／佐藤家の家紋「源氏車」を
装飾した釘隠し 



 

後志の「すごい！」を伝えたい Vol.2 2025.11 寿都町「カクジュウ佐藤家」がすごい！ 

6 

人が住むから建物も資料も良い状態が保たれる 

 最後に案内されたのは、親方家族が使っていたとされる２階海側の部屋。外の光が差し込ん

でとても明るく、前浜、寿都湾及び対岸が一望できる部屋です。山側は、使用人が使っていた

とのことです。 

「お気づきの方がいらっしゃるかもしれませんが、この建物では漁夫は寝泊まりしていませ

ん。漁夫が滞在する番屋は、今は残っておりませんが、前浜に設けられていました。親方と漁

夫がともに寝泊まりしたニシン番屋は各地に残っていますが、親方家族とその使用人のみが

居住していた漁場建築が残っているのは珍しく、それが大きな特徴です」 

 

 筆者が今まで訪れたことのあるニシン番屋は、多くの漁夫が滞在できるよう大広間がありま

したが、たしかにここには見当たりません。番屋って漁夫が寝泊まりする場所という意味だっ

たのですね。 

 

「もう一つ知っていただきたいのが、この建物の状態の良さです。私たち寿都町教育員会で 

親方家族が使用していたとされる２階海側の居室。上げ下げ窓からは、前浜、寿都湾、対岸が一望できる 
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も少しずつ内装の手直しを進めていますが、人が

住んでいるからこそこのように良好に保たれて

います。この建物で保管されている昔の貴重な

品々や記録、写真もとても良い状態で、学芸員と

してとてもありがたいです」 

 

そう言って、九谷さんは解説を締めくくりまし

た。人が住み続けることが、文化財を良い状態で

長持ちさせる秘訣なのですね。 

 

その後、見学者からいろんな質問が寄せられ、

九谷さんはその一つ一つに丁寧に回答をしてい

ました。私も含め見学者にとって、寿都のニシン

漁の栄華と当時の親方家族の暮らしに思いを馳

せる貴重な機会となりました。「カクジュウ佐藤

家」も、今回の一般公開もすごい！と感じました。 

 

 後日九谷さんに伺ったところ、３日間で４２８名もの来訪があり、アンケートでも「普段は入れ

なかった建物の中を見ることができてよかった」、「今後も定期的に公開してほしい」など様々

な意見をいただいたとのこと。反響はとても大きかったようです。 

 

「具体的な時期は未定ですが、今後も一般公開を行いたいと考えています。アンケートの結

果を検証し、資料などの展示方法も検討していきます。また、カクジュウ佐藤家と、佐藤家の

神社、袋澗跡地、ニシン干場とそこへ続く山道は、国の史跡として指定されており、その公開

についても検討を進めたいと考えています。これからも、カクジュウ佐藤家の魅力をよりお伝

えできるように努めていきます」と、九谷さん。 

 

次の一般公開ではどんな新しい発見があるのか、今からとても楽しみです。 

 

  

カクジュウ佐藤家の保存状態の良さを説明する九
谷さん 


